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クラスタ駆動基板 ＩＳＰ－００４は、横１６ドットＸ縦８ドット 合計９６個のクラスタを駆動する基板である。 
本仕様書は、クラスタ駆動基板 ＩＳＰ－００４の詳細仕様について記載するものである。 

 

1. 外  形                                                     
 ２６０ｍｍ Ｘ １６５ｍｍ （予定） 
 最大部品高さ １０ｍｍ 
 取り付け穴位置、コネクタ位置等の詳細は、添付レイアウト図を参照のこと。 

 
 

2. クラスタ駆動仕様                                               
（１） 横１６ドットＸ縦８ドット 合計９６個のクラスタを駆動する。横方向には最大横５１２ドットまで

カスケード接続可能とする。 
（２） 定電流駆動方式とする。駆動電流は各クラスタのＲ，Ｇ各々最大１００ｍＡとする。駆動基板

１枚での最大駆動電流は２５．６Ａである。なお、本基板では各クラスタのＲ，Ｇの駆動電流

を使用するクラスタに合わせて設定出荷するものとする。 
（３） 駆動方式は、スタティック駆動とする。 
（４） クラスタ駆動制御は、基本的に 信号変換分配基板 ＩＳＰ－００５を接続して行う。 
（５） 供給電源は下記とする。 

ＬＥＤ電源： ＤＣ＋１２Ｖ（最大２６Ａ 定格５．１Ａ） 
ロジック電源： ＤＣ＋５Ｖ（ 定格０．５Ａ） 
 

3. コネクタ接続                                                  
クラスタ駆動基板 ＩＳＰ－００４には、以下の５種類のコネクタを設けている。 
 

（１） ＬＥＤ電源コネクタ   ＣＮ１： B6P-VH-FB-B（ＪＳＴ） 

ピン番号 信号名 備考 

１ ＋１２Ｖ ＬＥＤ駆動電源 

２ ＋１２Ｖ  

３ ＋１２Ｖ  

４ ＧＮＤ ＧＮＤ 

５ ＧＮＤ  

６ ＧＮＤ  

 

（２） ＋５Ｖ電源コネクタ ＣＮ２： B2B-EH（ＪＳＴ） 

ピン番号 信号名 備考 

１ ＋５Ｖ ロジック電源 

２ ＧＮＤ ＧＮＤ 

 



（３） 信号入力コネクタ ＣＮ３： HIF3FC-26PA-2.54DSA（ヒロセ） 

ピン番号 信号名 備考 

１ ＣＬＫ ＣＬＯＣＫ入力 

２ ＧＮＤ  

３ ＯＥｎ 出力イネーブル入力 

４ ＧＮＤ  

５ ＲＤ ＲＥＤデータ入力 

６ ＧＮＤ  

７ ＧＤ ＧＲＲＥＮデータ入力 

８ ＧＮＤ  

９ ＧＮＤ  

１０ ＧＮＤ  

１１ ＬＡＴＣＨ１ １段目ラッチ入力 

１２ ＧＮＤ  

１３ ＬＡＴＣＨ２ ２段目ラッチ入力 

１４ ＧＮＤ  

１５ ＬＡＴＣＨ３ ３段目ラッチ入力 

１６ ＧＮＤ  

１７ ＬＡＴＣＨ４ ４段目ラッチ入力 

１８ ＧＮＤ  

１９ ＬＡＴＣＨ５ ５段目ラッチ入力 

２０ ＧＮＤ  

２１ ＬＡＴＣＨ６ ６段目ラッチ入力 

２２ ＧＮＤ  

２３ ＬＡＴＣＨ７ ７段目ラッチ入力 

２４ ＧＮＤ  

２５ ＬＡＴＣＨ８ ８段目ラッチ入力 

２６ ＧＮＤ  

 



（４） 信号出力コネクタ ＣＮ４： HIF3FC-26PA-2.54DSA（ヒロセ） 

ピン番号 信号名 備考 

１ ＣＬＫ ＣＬＯＣＫ出力 

２ ＧＮＤ  

３ ＯＥｎ 出力イネーブル出力 

４ ＧＮＤ  

５ ＲＤ ＲＥＤデータ出力 

６ ＧＮＤ  

７ ＧＤ ＧＲＲＥＮデータ出力 

８ ＧＮＤ  

９ ＧＮＤ  

１０ ＧＮＤ  

１１ ＬＡＴＣＨ１ １段目ラッチ出力 

１２ ＧＮＤ  

１３ ＬＡＴＣＨ２ ２段目ラッチ出力 

１４ ＧＮＤ  

１５ ＬＡＴＣＨ３ ３段目ラッチ出力 

１６ ＧＮＤ  

１７ ＬＡＴＣＨ４ ４段目ラッチ出力 

１８ ＧＮＤ  

１９ ＬＡＴＣＨ５ ５段目ラッチ出力 

２０ ＧＮＤ  

２１ ＬＡＴＣＨ６ ６段目ラッチ出力 

２２ ＧＮＤ  

２３ ＬＡＴＣＨ７ ７段目ラッチ出力 

２４ ＧＮＤ  

２５ ＬＡＴＣＨ８ ８段目ラッチ出力 

２６ ＧＮＤ  

 
 

（５） クラスタ駆動コネクタ ＣＮ１０１－８１６： B3B-EH（ＪＳＴ） 
ピン番号 信号名 備考 

１ Ｒ 赤ＬＥＤ駆動 

２ ＣＯＭ アノードコモン（＋１２Ｖ） 

３ Ｇ 緑ＬＥＤ駆動 

 


